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＜連絡事項＞

· 小坂Drの勉強会が7/2、7/9、7/16にあります、対象のスタッフは3日間のうちどれかに必ず参加して下さい。場所は病院2F会議室、時間は15：30～16：00です。

· 夜間外来患者様の電話対応をした旨をチーフ板に記載する際、病名も記載してあるとよいとのことでした。

· 7/7当直医・7/8日直医ですが、両方とも千葉良Drから窪田Drへ変更となっています

· 本日から採血が始まります。針刺し事故などがないよう注意して行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

・森越　義夫様～八戸赤十字病院泌尿器科受診は、7月18日12:00～となります。受診には妹様が付き添えるとのことでした。11:30からの外出となります。前回、出かける前にトイレに行ったため、受診時に検尿のための尿が取れなかったとのことですので、出かける前にはトイレに寄らないよう声を掛けてください。

・北山　幸博様～本日、朱夏へ注文していた本をキャンセルし、新たに違う本を注文しています。朱夏から本屋に頼んでいたものを今回のみキャンセルしてもらったので、本人へは、一回頼んでキャンセルすることない様伝え、了解を得ています。また、外出届けを出していましたが、本日、主治医より、今は病状から外出は出来ないこと説明受けています。一時、口調荒げ、「自分はそんなに病状が悪いってみられてるって事？」「病状悪くても行ってるやつもいるじゃない」「この状況は病気じゃなく性格だと思う」と言われています。主治医より、他人と比較する必要や卑下する必要はなく、病気は、性格ではなく、今の易刺激性、夜間の睡眠不安定など北山様自身の今までの経過をみて判断する事、外出はもう少し、落ち着いてからになる事を説明され、一応の納得はされています。訴えが合った場合は、主治医と同様の説明をしていきましょう。

＜新入院患者様について＞

麦澤守様　32歳　統合失調症　任意入院　東D　Dr：安ヶ平

・今回入院までの経過

高校2年生の時に、不登校、閉じこもりが出現。以後、幻覚覚妄想状態により、精神科病院へ計7回の入退院を繰り返していた。当院退院後は自宅療養となり、外来通院とデイケア通所を継続。

H17年5月、同居していた母親が入院し、母親の介抱を一人で行っており、疲労感や緊張感を訴えることが多かった。H18年3月中旬頃より食事量の減少、夜間不眠、昼夜逆転等が顕著となり、H18.3.28当院入院(～H18.5.12)。退院後は外来通院を継続し、H19年4月より社会適応訓練(根城グリーン建設)を利用開始。同年6月下旬頃より、疲労感・幻聴・周囲が気になる等の訴えが目立つようになり、H19.7.2当院受診し入院となる。
＜入院後の経過＞

入院後、落ちついて過ごされており、私物検査や説明にも拒否なく応じている。口調、態度も落ち着かれている。焦燥した様子はみられない。「仕事を4月から始めていたが、頑張りすぎて疲れた。」「休みがちだった」と話されています。

内服は、本日の外来担当医は、田名部Drであり、外来で処方されていたものを内服しするよう指示あり。明日主治医の安ヶ平Drより改めて指示をいただきます。

　精神症状の変化など観察を行い、静かに休めるよう促していくと共に、意欲低下も見られることから、過去に自殺企図があり、又個室のためこまめに巡視していくようにしていきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス＞

・駒木　学様～最近、ご飯を食べないことがみられており、理由については、「ダイエット

はしてないけど2キロ減らしたい」「ご飯食べると幻聴が聞こえる」と話

されています。食べない理由を必ず聞き、十分な観察をしていくよう指示

ありました。精神症状から来るものだとお腹が空いてくると食べると思わ

れます。そうゆう視点からも注意して観察して下さい。

・宮崎　幸子様～落ち着いて過ごせている。移動後は、妹が、間接的に連絡とってみる。時期をみて作業導入予定。

・山田　典子様～7月26日八戸赤十字病院外科に受診予定です。今月の採血に腫瘍マーカーを入れています。また、ALP、γGTP上がってきています。身体症状に注意してみてください。

・井畑　光湖様～食事の残食が多い。睡眠不安定の為、夕食後からカフェインの入ったものは摂らないよう注意していきましょう。カルテのフローシートに体重を記入して下さい。

・阿部　文香様～6月30日に異食があったが、今後注意する為にもどこの（テープと思われる）ものなのか確認するよう指示あり。緑色のテープも混じっていたことから体育館であると予想され、本人も「行ってすぐ」と話していることあり。異食の予防に努め、ゴミはみつけたらその都度捨てるよう促していきましょう。

・吉田　光良様～先日の面会時、妹様から小遣いを千円アップしたとの情報を受けている。

おやつや煙草もその中で賄うようにとの事。小遣いを残せるように管理・指導していくよう指示あり。

・久慈　脩様～食事は、まずまず食べれてきている。排便は、毎日ないとの事で下剤を処

方している。また、本日グリセリン浣腸120mlの指示あり。排便状態を観

察し、カルテに記載してください。また、八戸市立市民病院医師から十二

指腸潰瘍の治療の際、輸血をしている為、採血で感染症（HCV、HIV）を

調べるようにとの事で、8月の定期採血に入れる予定との事。

・佐々木　康子様～先週より、バルプロ酸ナトリウム：デパケンR（抗てんかん薬：てんかん、躁病、躁うつ病に用いられる薬）処方となっています。体重増加や眠気などの副作用に注意、観察していきましょう。













